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も
し
ば

f-h農
山
漁

し
て
は
白
水
経
済
の
発
展
一
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
一

村
振
興
の
対
策
が
諦
ぜ
ら

5
月
2
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・5
白
河
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水

害

封

策

に

万

全

大

村

に

雨

量

通

報

所

一克
海
軍
航
空
廠
川
柳
森
闘

郷
一
、
六

O
九
す
在
わ

も
入
国
管
理
庁
と
凶
大

村
農
協
澱
粉
工
場
ic
の

中
間
K
敷
地
約
二
一

0
0

坪
を
、
策
象
K
対

L
て

大
変
理
解
を
持
た
れ
る

市
長
、
幹
部
、
市
民
の

皆
援
方
の
御
支
援
を
得

て
拝
借
し
、
長
崎
海
洋

気
象
台
大
村
雨
量
拘
報

所
が
新
設
さ
れ
着

々
と

そ
の
任
務
達
成
陀
努
力

し
て
お
り
ま
す
。

三
の
通
報
所
が
乙
と
に

設
置
さ
れ
た

の
は、

第

一
K
気
象
の
災
害
、
特

に
水
害
児
対
し
て
で
あ

り
ま
す
。
水
県
吃
お
い

て
も
北
松

の
地
と
わ
，
、

本
名
川

の
増
水
友
ど
水

害

が
大
き
く
、
ま
た
一

歩
進
め
て
の
利
用
、
と
一式

う
点

K
お
い
て
も
、
い

ろ
/
¥
h
k
県

の
方
で
研

究
を
軍
一ね
て
お
ら
れ
る

大
村
市
の
郡
川
に
つ

い

て
も
同
様
止
存
じ
ま
す

こ
の
大
村
雨
量
通
報
所

は
、
水
害
気
象
災
害
予

防

の
目
的
と
長
崎
県

の

ほ
伝
中
心
陀
位
す
る
土

地
ー
と
し
て、

気
象
の
資

料
、
現
在
は
主
と
し
て

雨
最
1
ζ

気
山
川
、
に
け
で
あ

り
ま
す
が
、
費
料
h
f
集

め
、
ま
た
自
ら
乙
の
大

村
の
費
料
を
捜
し
て
行

く
事
が
で
き
る
の
で
あ

め
ま
す
。

第
二
肥
大
村
に
週
報
所

を
造
っ
ち
ん
理
由
は
無
線

ロ
ボ
ッ
ト
雨
量
計

の
通

報
所
止
し
て
最
適

の
地

で
あ
め
ま
す
。
無
線

ロ

ボ
ッ
ト
雨
量
計
と
い
う

の
は
雨
量
を
毎
時
無
線

電
波
で
通
知
す
る
こ
と

が
で
き
る
主
い
う
最
近

の

ロ
ボ
ッ
ト
機
械
で
あ

っ
て
、
五
ケ
原
岳
こ
角

さ
一

O
五
七
米
》
?
と
北

松
浦
郡
の
園
児
山
ハ
高

さ
七
七
六
米
ゾ
の
二
地

点
吃
設
置
し
て
る
り
ま

す
。
こ

の
二

カ
所
か
ら

雨
鳥取
を
無
線
電
信
を
用

い
て
、
自
動
的
に
毎
時

知
ら
し
て
参
り
ま
す
の

を
こ
の
大
村
通
報
所
で

受
け
て
、
三
れ
を
無
線

電
話
で
長
崎
海
洋
無
象

台
に
通
報
す
る
の

で
あ

り
ま
す
。

つ
ま
り
大
付
雨
量
通
報

所
は
、
各
河
川

D
上
流

源
心
不
便
在
地
点
の
雨

涜
主
疋
確
に
、
し
か
も

速
刻
に
明
り
海
洋
気
集

合
に
通
報
す
る
役
目
を

持
っ
て

お
る
の
で
あ
っ

て
、
之
の
荷
m
械
が
も
と

と
な
っ
て
注
意
報
.
普

報
或
い
は
研
究
の
費
料

T
C

な
る
の

で
あ
り
ま
す

乙
心
三
止
は
産
業
振
展

の
途
主
に
あ
る
大
村
市

殊
吃
発
一電
所
、
水
謹
業

農
業
、
澱
粉
製
池
、

林

業
左

E
総
べ
て
策
象
を

利
用
し
て
戴
り
る
も
の

さ
確
信
し
ま
す
。

通
報
所
仕
今
年
の

一
月

一
日
か
ら
観
測
を
開
始

し
、
日
未
だ
潟
い
の
で

あ
り
ま
す
が
、
市
民
の

皆
様
の
絡
穴
在
御
按
助

に
よ
っ
て
皆
犠
へ
の
無

象
サ

ー
ビ

ス
機
関
止
な

る
こ
と
を
念
闘
し
て
い

ま
す
。

何
さ
ぞ
御
理
解
あ
る
市

R
皆
様
の
御
指
導
医
よ

め
ま
し
て
、
目
的
連
成

に
遇
進
し
た
い
?
と
思
っ

て
い
ま
す
c

長
崎
海
洋
気
象
台
長

藤

井

義

之

大
村
附
量
涌
報
所
長

桧

崎

龍

己

五
月
、
令
お
朱
配
給

内

地

米

十

臼

指
定
外
米
一
日

計

十

一

日

希
望
配
給
亙
日

普

辿
外

米
は
一

人

当
h
J
五
キ
ロ
以
内

を
附
給
。
も
ち
米

は

一
人
当
り
一
、

五
キ
ロ
以
内
特
配


